
（年次有給休暇の付与）
第○条　入社日（月の中途に入社した場合は当該月の初日に入社したものとみなす。）後６カ月間、所定労働日の８割以上出勤した従業員に対しては、入社日後６カ月を経過した日（以下「６カ月経過日」という）に１０日の年次有給休暇を付与する。

　　２　前項の６カ月経過日後はそれぞれ次表のとおり勤続期間に応じて、下欄に定める日数分の年次有給休暇を、上欄の勤続期間に達した日の翌日（以下「基準日」という）に付与する。ただし、それぞれの直近１年間は所定労働日の８割以上出勤したことを要する。

	勤続期間
	1.5年
	2.5年
	3.5年
	4.5年
	5.5年
	6.5年以上

	付与日数
	11日
	12日
	14日
	16日
	18日
	20日


　　３　前２項の年次有給休暇のうち５日分（時間単位年休を除く）については、基準日から１年以内に、会社が時季を指定することにより付与することがある。ただし、従業員本人が時季等を指定して取得した日数（半日の取得は0.5日とする）又は計画的付与によって取得した日数は、５日から控除する。

　　４　会社は、前項本文の規定により、年次有給休暇の時季を定めるときは、その時季について当該従業員の意見を聴くものとし、会社は、当該意見を尊重するよう努めるものとする。

　　５　前項の意見聴取は、基準日から半年を経過した時点において、年休取得日数が５日に満たない者に対して行う。意見聴取の方法は、上司との面談とする。

　　６　会社が時季指定をした日に休暇を取ることが困難な事情が生じた時は、再度意見聴取を行い、遅滞なく代替の日を決定しなければならない。
